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技術の概要

国の機関　 ０　件　（九州　　１件　、九州以外　0件　）　
自治体　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
民　 間　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　

安全・防災　　維持管理 　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

　建設産業では、熟練技能者の減少や生産性向上が大きな課題となっています。国土交通省で
は、２０１５年から、建設現場の生産性向上の取り組み（ｉ-Construction）を積極的に推進していま
す。土工事におけるＩＣＴ技術の全面的な活用等により、生産性を向上させ、企業の経営環境の改
善を目指しています。
　鹿島では、建設現場における生産性や品質の向上を図るため、ＩＣＴ技術ならびにＣＩＭの導入に
よる次世代生産性システムの実現を目指して、研究開発を進めてきました。

　大分川ダムでは、設計を3Ｄ化して施工・管理のそれぞれの段階においてＩＣＴ技術を活用し、「調
査・設計から施工・維持管理まで」を一体化したＣＩＭ構築に取り組んでいます。

各段階の要素技術は以下のとおり
①設計照査・施工計画シュミレーションでは
　１）施工方法の妥当性ﾁｪｯｸ、２）発注図面の整合性ﾁｪｯｸ、３）数量算出　等
②施工では、
　１）ＧＰＳによるワンマン測量、２）ＭＧ、ＭＣを使った丁張レス、３）ダンプの運行管理システム
　（G-Safe）、４）重機の自動化（クワッドアクセル）　等
③品質管理（維持管理への移行）では
　１）転圧管理システム、２）打球探査法（原石/岩盤の迅速判定技術）、３）品質カルテシステム　等
④出来形・出来高管理では
　１）ＵＡＶを使用した写真測量～出来高算出、２）地上3Ｄスキャナによる出来形計測　等

１．技術開発の背景及び契機
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３．技術の効果

　大分川ダムでは、設計照査・施工計画シュミレーションの「数量算出」、施工の「重機の自動化（ク
ワッドアクセル）」、品質管理の「転圧管理システム」、出来形・出来高管理の「地上3Ｄスキャナによ
る出来形計測」等の技術をはじめ、多くのＩＣＴ技術の実用化を図っています。
　全体では、１４以上の項目でＣＩＭによる「飛躍的な生産性の向上」と「管理（特に品質管理）の合
理化」を図り、成果を挙げています。

４．技術の適用範囲

　大分川ダム建設工事におけるＩＣＴ技術の導入やＣＩＭモデル構築の取り組みでは、大きな成果が
得られています。
　大規模造成工事やダム工事をはじめとする土工事を扱う現場では、一連の建設機械のＩＣＴ施工
技術やＣＩＭ構築により、飛躍的な生産性や品質向上につながります。
　今後は、技術の精度を高め、汎用性が高くより使いやすくなるように、技術の開発・改善に取り組
んでまいります。

２．技術の内容

５．活用実績
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６．写真・図・表
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